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燃料研究棟内部被ばく経路究明に係る現場汚染物の分析について 
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大洗研究開発センター 

 
1. 概要 

平成 29 年 6 月 6 日に燃料研究棟で発生した、作業者内部被ばく事故の被ばく経

路究明の一助とするため、作業者の着用した半面マスク、作業衣等の現場汚染物（以

下「測定対象物品」という。）の分析（核種測定）を行う。 
本測定では、α核種を取り扱う作業となることから密閉性が確保され、測定者

の内部被ばくが防護でき、バックグラウンドの低い作業場所であることが求められ、

これらの条件を満たす場所として、ＷＤＦのαホールが最も安全にできると考え

られる。 
ＷＤＦは核燃料物質使用施設の廃棄施設であることからＷＤＦに受け入れる物

は、ＦＭＦ、ＡＧＦ及びＭＭＦ（以下「燃材施設」という。）から払い出される放

射性廃棄物に限定され、かつ、放射性廃棄物には有意な量の核燃料物質がないこと

（計量管理未満であること）が求められる。したがって、測定対象物品は、燃料研

究棟から燃材施設に試料として運搬して計量管理未満であることを確認し、その後、

燃材施設からＷＤＦに放射性廃棄物として運搬、分析する手順について検討した。 
 

2. 測定対象物品の運搬 
（１）燃料研究棟から燃材施設への運搬 

燃料研究棟にて測定対象物品（試料）を運搬容器（金属製）に入れ、運搬車両（ト

ラック）の荷台に固縛して燃材施設に運搬する。 
大洗研究開発センター周辺監視区域内において当該運搬を行うにあたっては、

「大洗研究開発センター内放射性物質等運搬規則」の第 9 条から第 17 条に示す技

術基準及び第 18 条に示す容器の基準を満足することを確認する。 
 

（２）燃材施設からＷＤＦへの運搬 
燃材施設にて測定対象物品の放射能評価（γスペクトル測定）を行い、測定対象

物品に有意な核燃料が含まれていないか判断して、その後、測定対象物品（放射性

廃棄物）を運搬容器（金属製）に入れ、運搬車両（トラック）の荷台に固縛してＷ

ＤＦに運搬する。 
 
測定対象物の輸送に係るフローを図１に示す。 

 
 



－2－ 
 

3. ＷＤＦでの分析 
燃材施設からＷＤＦに受け入れた測定対象物品は、αホールへ移送する。αホ

ールでは、フロッグマン作業者（図２参照）により分析を実施する。予定している

分析の内容を表１に示す。 
 

表１ 予定している分析（核種測定） 
 

検出器／検出方法 場所 取得情報 目的 

半
面
マ
ス
ク 

ＺｎＳペンシル型検出器 ＷＤＦ 

汚染の状況 
汚染の分布状

況から、内部

被ばく摂取経

路 を 確 認 す

る。 

イメージングプレート ＷＤＦ 

スミヤ 
（スミヤ採取後、燃材施設へ搬出） 

燃材施設 

Ｇｅ半導体検出器 ＷＤＦ 

αスケーラ ＷＤＦ 

作
業 

衣
等 Ｇｅ半導体検出器 ＷＤＦ 核種組成 

 
4. スケジュール 

半面マスクの運搬及び分析に係るスケジュールを以下に示す。 

1 概略検討 ▼ 7/6 規制庁殿ご説明

2 試料運搬に係る所内審査 準備 決裁

3 運搬 燃研棟⇒燃材施設 燃研棟⇒燃材施設

4 放射能評価 γスペクトル測定 γスペクトル測定

5 運搬 燃材施設⇒ＷＤＦ 燃材施設⇒ＷＤＦ

6 分析に係る所内審査 決裁

7 分析（半面マスク） 準備作業

分析（作業衣等）

項目 平成２９年７月

 

 
以  上  



－3－ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

測定対象物品（半面マスク、

作業衣等）を試料として燃

材施設に運搬 

測定対象物品（半面マス

ク、作業衣等）を放射性廃

棄物として WDFに運搬 

運搬車両 

燃材施設から WDFに

運搬する場合は、有

意な量の核燃料物質

がないことを確認 

図２ ＷＤＦαホールにおけるフロッグマン作業（例） 

図１ 燃料研究棟からＷＤＦまでの運搬に係るフロー 

燃料研究棟 

運搬車両 

燃材施設 ＷＤＦ 

運搬容器 

運搬容器 測定対象物品 


